第三者評価結果報告書
	総　括

	対象事業所名
	 かたくりの里

	経営主体(法人等)
	社会福祉法人県央福祉会

	対象サービス
	就労継続支援Ｂ型

	事業所住所等
	〒252-0804　神奈川県藤沢市湘南台２－１８－１

	設立年月日
	 平成19年4月1日

	評価実施期間
	平成27年10月　～　28年3月

	公表年月
	平成28年3月

	評価機関名
	日本コンサルティング株式会社

	評価項目
	東京都版(就労継続支援Ｂ型)

	総合評価（事業所の特色や努力、工夫していること、事業者が課題と考えていること等）

	【事業者が特に力を入れている取り組み】
1 商店会の店舗として売上向上に取り組んでいます
事業所は最寄りの駅から５分程度の場所にあり、製菓部門で作ったクッキーのほか、法人内の他事業所の弁当やギョーザ、洋菓子など販売する店舗を構え営業しています。障がいのある人々への理解促進のための店舗というより、商店会の中の一般店舗として認知度が高く、地域の人々に受け入れられています。地域とのさらなる交流や売上向上のため、店舗イベントに向けては広告を作成し、大々的にアピールをしています。今年度１１月に、まるごとのバームクーヘンの切り売り販売が大好評で、通常の売り上げの３倍を計上しています。
　

2 接客業務を通じて、社会人としての意識向上に繋がっています
職員の日々の支援によって利用者の就労に繋がった事例が増えてきています。そのため事業所は、就労意識向上を図る取り組みとして、利用者が店舗に出て接客する機会などを意図的に設定しました。この取り組みは、自分の気分やペースで行える通常作業から、シフト制などある程度のルールが重視される環境で学ぶということを狙いとしています。この接客業務を通じ、遅刻欠席の連絡等社会人としてのマナー、挨拶、言葉遣い、身だしなみにも注意し、就労への自覚が生まれています。利用者からは「接客は緊張するが、頑張りたい」という声も出ています。
3 就職を目指す利用者をサポートし、結果が出ています
当事業所は障がい者の「居場所」としての機能が伝統的でしたが、最近は就職に積極的な利用者も多く、現在、全体利用者の約半数が本格的に就労を目指しています。事業所としても就労へのサポートに力を入れており、就労希望の利用者には半年間週5日の通所を目標として設定しています。目標達成後は本格的な就労支援に移り、合同面接会や就職セミナーの同行、履歴書アドバイス、面接アドバイス、身だしなみアドバイス、外部機関の紹介等、サポートしています。今年度は一般事務1名、清掃業1名、リサイクル業1名の計3名が就職に繋がっています。
【特に良いと思う点】
1 製菓・軽作業・パソコン工房の各部門の利用者は、自分に適した作業に主体的に取り組んでいます
製菓部門では一人ひとりの力に合わせ、業務を細分化していますが、ベテランの利用者になると、計量から焼き、袋詰めまで全ての工程を菓子職人のようにこなし、頼れる存在となっています。軽作業部門でナフキンの飾り折りを行う利用者は、折りの正確さや美しさの維持に努め、受注先の要望に常に対応できるようにしています。パソコン工房では、スキルを高めるため利用者同士で切磋琢磨し、技術の底上げをしています。利用者がリニューアルしたホームページでの技術アピールや職員の営業活動により、少しずつ受注も増えています。
2 利用者の大きなニーズである「居場所」としての側面を大切に、「その人らしさ」の場を用意しています
主に心の病を持つ方を対象とした地域作業所として事業を開始し、平成１９年に就労継続支援B型事業に移行していますが、利用者の元々の大きなニーズである「居場所」としての事業所の側面を大切に継続し、作業でなく、「過ごす」ために通う利用者も柔軟に受け入れています。また、その人らしさを表せる場として、英会話やパソコンクラブでは、利用者が講師として活躍しています。自慢のフォト作品やイラストを、ホームページやブログに提供する方もいます。レクリエーションでは利用者も含めた委員会を組織し、調整力を発揮できる機会を作っています。
3 職員は支援会議、自主勉強会での丁寧な取り組みを通し、利用者一人ひとりに寄り添い柔軟な支援につなげられるよう努めています
利用者の障がいの理解を深め、一人ひとりのより具体的なケースを掘り下げていくために、毎月の支援会議の前に、援助記録表を基に全員分の利用者報告書を作成し、会議までに読み込むこととしています。読み込んだ報告書に基づいて、利用者一人ひとりの１か月間の様子と課題等話し合っています。さらに毎月テーマを決めて自主勉強会を開催しています。内容を出席者に分かりやすく伝えるまとめ方や資料の事前準備など講師担当職員が責任を持って行うことで意識の向上やスキルアップを図り、利用者支援につなげています。


	評価領域ごとの特記事項

	1.人権の尊重
	①人権に関する研修の受講、職員会議等で利用者の気持ちに寄り添っていくための「人権擁護ツール」の活用、日常業務内での振り返り、お互いの注意喚起など、職員一人ひとりが人権意識を持ちながら支援に努めています。さらに利用者や家族を大切なお客様として、その人権と権利擁護に努めることを今年度の重点目標としています。その一環として、第三者評価受審、利用者満足度調査を実施することで改善点を明らかにし、サービス向上につなげていくこととしています。
②利用者のバッグや上着など私物の保管は個人専用のロッカーを提供しています。鍵を預け、施錠は個人管理としています。トイレは男女別の場所を使用しています。羞恥心を伴う支援が必要な場合は同性職員が対応しています。休憩場所は男女同じですが、一人になりたいときは面談室の利用も可能としています。利用者の相談には、面談室や各部門の事務室を利用しています。ゆっくり利用者と向き合う必要がある時は、後日日程を調整する場合もあります。

	2.意向の尊重と自立生活への支援に向けたサービス提供
	①職員の日々の支援によって利用者の就労に繋がった事例が増えています。そのため事業所は、就労意識向上を図る取り組みとして、利用者が店舗に出て接客する機会などを意図的に設定しました。この取り組みは、自分の気分やペースで行える通常作業から、シフト制などある程度のルールが重視される環境で学ぶということを狙いとしています。この接客業務を通じ、遅刻欠席の連絡等社会人としてのマナー、挨拶、言葉遣い、身だしなみにも注意し、就労への自覚が生まれています。利用者からは「接客は緊張するが、頑張りたい」という声も出ています。
②利用者の「夢」の実現のため、本人にも目標達成のイメージが掴みやすいように作成した個別の支援計画書に基づいた支援を行っています。一般就労を目標とする利用者には話し合う時間を多くとり、ハローワーク、障がい者就労生活サポートセンターに相談のため職員が付き添い、仕事サポーターとの協力連携を図っています。グループホームで自立した生活を希望する場合には、法人内のグループホームの世話人等と連携し、本人の活動の様子、共同生活に適応できるかなど検討しています。
③利用者の運営会議やミーティングを行い、意見・提案を聞いています。提案から作業工程の効率化につなげています。以前に行っていましたが、休止中になっていた「日直当番活動」を再開してはどうかという意見が利用者から上がり、現在は帰りの集いの司会進行や、休憩室のテーブル拭きなど役割を持って活動しています。バーベキューなどレクリエーションでは利用者も含めた委員会を組織し、メニュー決めや役割分担など職員とともにレクリエーションが成功するよう積極的に意見を出し合っています。
④事業所は、製菓部門のクッキー作り、軽作業のナフキンの飾り折り・家電部品の検品、パソコン工房の点字入りの名刺印刷・ホームページ作成などの作業を提供しています。一人ひとりの希望や、適性、性格など考慮し各部門に分かれて作業をしています。クッキー作りの作業工程は一人ひとりの力に合わせて細分化して、作業がしやすいよう道具や工程を随時見直し改善しています。一般就労を希望する利用者には就労関係のセミナーやイベントに参加し意識を高めており、結果就職につながった本人からの話を聞くことでも働く意欲につなげています。

	3.サービスマネジメントシステムの確立
	①日々の支援や利用者の様子は「援助記録表」に記録しています。記録は非常勤職員も担当し、常勤職員がフォローしています。毎日通所した利用者全員ではなくトピックのあった利用者のみ記録をしています。毎月、法人内のグループホーム職員と合同で行っている支援会議の前に、援助記録表を基に全員分の利用者報告書を作成し、会議までに読み込むこととしています。読み込んだ報告書に基づいて、利用者一人ひとりの１か月間の様子と課題等話し合っており、モニタリングとしての機能もあります。
②個別の支援計画作成にあたり利用者と面談を行い、各部門の担当者が利用者の意向や本人が感じている課題を引き出しています。事業所として定めたアセスメントシートの作成は今後の課題としていますが、面談内容は「援助記録」に残しています。それらを踏まえつつ、利用者の生活全般を支える視点に立ち、社会生活・集団活動を行っていくことについても負担のないよう盛り込んでいます。サービス担当者会議を経て作成した計画は、半年後の面談で課題・目標の達成度を利用者とともに確認し、必要に応じて見直しています。
③統合失調症、知的・発達障がいといったさまざまな状況の利用者を受け入れています。職員は障がい特性、障がいのレベルや本人の性格などよく理解して、利用者一人ひとりに合わせたコミュニケーションのとり方を工夫しています。表情やちょっとした仕草からも気持ちを推し量っています。利用者が集団を避け、一人で落ち着きたい気分の時には少し離れた席を用意し、作業はせず休憩場所で静かに過ごしたい時は、無理に作業に誘うことはしませんが、声かけはするようにしています。


	4.地域との交流・連携
	①当事業所では、精神障がい系の事業所連絡会「地域生活支援連絡会」、神奈川県の精神障がい系事業所の団体「神奈川県精神障害者地域生活支援団体連合会（県精連）」、日中活動の事業所連絡会「日中活動支援事業所連絡会」に所属し、地域ニーズの把握に努めています。業界全体の動向に関しては、福祉新聞や情報誌を事業所で契約し、情報収集しています。その他、スケールメリットを生かし、法人本部やエリアからも多くの情報を収集できる環境にあります。
②地域住民を主にボランティアを受け入れています。ボランティアの募集は市のボランティアセンターに登録し、随時募集をしています。ボランティア希望者には事前の取り交わしとして事業所独自の書式による同意書があります。同意書には利用者情報の守秘義務や利用者との個人的な付き合いの制限、一般的な障がい特性に対する注意事項などが記載されています。同意書を取り交わした後、オリエンテーションにより、利用者各々の障がいに関する注意事項を確認しています。ボランティアは現在製菓部門で1名、軽作業で2名が活躍しています。
③事業所は最寄りの駅から５分程度の利便性の良い場所にあり、ビルの１階では製菓部門で作ったクッキーのほか、法人内の他事業所のお弁当やギョーザ、洋菓子など販売する店舗を構え営業しています。障がいのある人々の作業所というより、一般の店舗として地域の人々に受け入れられています。商店連合会に入会しており、連合会のホームページから店舗の検索ができます。今年度から、店舗の接客に利用者が関わるようになっています。自分の焼いたクッキーが売れる喜びを実感し、地域との交流をより深めています。

	5.運営上の透明性の確保と継続性
	①事業所のパンフレットがあり、藤沢市役所や藤沢市生活就労支援センターに常置しています。その他通所事業所を探している方向けの説明会や講演会へ事業所の品を出店販売する時に配布しています。藤沢市作成の冊子からも事業所の情報を得ることができます。また、主に心に病を持つ方を対象にした事業所が藤沢市に少ないこともあり、藤沢市精神障がい者地域支援連絡会、湘南地域就労援助センター、他法人の相談支援事業所等と連携を図りながら事業所の情報を提供しています。
②「かたくりの里」ホームページ、従たる施設の「パソコン工房」ホームページでは、製菓、軽作業、パソコン工房のそれぞれの部門で、利用者一人ひとりに合った仕事の様子が紹介されています。また、利用者が充実した生活を送ることを目指し、利用者の「想い」に寄り添い、その方の夢の実現のための支援を心がけていることや、働くことだけでなく生活上の相談にも応じていることも窺えます。その他、法人内の他作業所の商品も扱っている店舗の情報、事業所までの地図など写真やイラストを交えて分かりやすく紹介しています。
③事業所の取り組みや利用者の生き生きとした様子を知らせるために「かたくりレポート」を季刊発行しています。事業所のホームページから閲覧することも可能です。パソコン工房ホームページやブログも同様で、イラストや写真を用い、レクリエーションやクラブ活動、作業や職員紹介のほか、利用者のコメントを添えるなどさまざまな情報を発信しています。利用者・家族のみならず一般の人々にも事業所の様子が分かりやすく伝わる内容になっています。ワード入力、デザイン、レイアウなどト制作にはパソコン工房利用者が中心に関わっています。

	6.職員の資質向上の促進
	①当事業所では、独自の取り組みとして、自主勉強会を月に1回開催しています。毎回発表担当者が変更し、担当職員がテーマを決め、そのテーマについて職員間で話し合うという勉強会をしています。最近のテーマでは外国籍の職員による自国の福祉事業の研究発表や新人職員による悩み相談、子育てと利用者支援の共通点と相違点などテーマは様々です。また、その勉強会の一環として他事業所見学も行い、最近では発達障がい施設の見学等にも行きました。職員が自分で考え発表する機会や、外部環境に触れる機会を作り、能力向上に努めています。
②常勤職員は、法人の計画に基づいての研修受講でスキルを高めているほか、神奈川県や藤沢市の精神障がい者地域生活支援団体連合会主催の研修にも積極的に参加しています。法人で非常勤職員に対しても研修の機会を設けています。事業所として外部研修のお知らせを伝え、参加を呼びかけています。事業所は常勤職員の異動がありますが、非常勤職員は勤続年数が長く経験も豊富な職員が多いこともあり、製菓や軽作業部門の作業手順やレシピ等は異動後で経験の浅い常勤職員に伝えることもあります。
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